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Re invent 2017 データベースサービス総復習！ 
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アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社
畑 史彦
2017.12.13
AWS re:Invent 2017 New Release
for Gaming re:Cap
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Agenda
• AWS re:Invent 2017 概要
• AWS re:Invent 2017 で発表された
新サービスや新機能の紹介
• まとめ
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開催概要
• AWS世界最⼤のカンファレンスで、マー
ケティングイベントではなく、学習型カ
ンファレンスと位置づけ
– 2017年11⽉27⽇-12⽉1⽇
– ラスベガスの5カ所のホテルにて
• VENETIAN
• MIRAGE
• ARIA
• MGM GRAND
• ENCORE
– 43,000⼈以上の参加者
– ⽇本から1,000名以上のお客様がご参加
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ブレイクアウトセッション
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ハンズオンラボ&ラウンジ
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• 提供されるAWS環境を、トラフィックスパイ
クや悪意のある攻撃から守り、最強の環境へと
進化させる
• 少ないヒントをもとに、与えられた課題を解決
• チームに分かれ、得点を競うゲーム
• 今年は⽇本からは約20名が参加
AWS Gameday - テクニカルイベント
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Kickoff:Midnight Madness(11/26)
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Global Partner Summit 2017 (11/28)
• 11/28にMGM GRANDにて⾏われ、
2017年度のAPNパートナー関連の情
報が共有されました
• 新たにNetwork Competencyが発表
され、ロウンチパートナーとして
TOKAIコミュニケーションズ様が認
定されています！
• 今年も新たなプレミアパートナー様
が紹介されました
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Tuesday Night Live(11/28)
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キーノート by Andy Jassy(11/29)
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キーノート by Werner Vogels(11/30)
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re:Invent 2017の新発表(11/26)
1. AWS Media Servicesを発表
2. Amazon Sumerianを発表
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re:Invent 2017の新発表(11/28)
1. AWS AppSyncを発表
2. Amazon MQを発表
3. Amazon EC2のM5インスタンスファミリを発表
4. Amazon EC2のH1インスタンスファミリを発表
5. Amazon EC2のベアメタルインスタンスを発表
6. Amazon GuardDutyを発表
7. AWS PrivateLinkのアップデートを発表
8. Amazon EC2スポットインスタンスの機能強化を発表
9. Amazon API Gatewayがカナリアリリースに対応
10.Amazon Cognito ASFを発表
11.AWS Batchが⼀括ジョブ投⼊をサポート
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re:Invent 2017の新発表(11/29)
1. AWS Fargateを発表
2. Amazon EKSを発表
3. Amazon Aurora Multi-Masterを発表
4. Amazon Aurora Serverlessを発表
5. Amazon DynamoDBのグローバルテーブル機能を発表
6. Amazon DynamoDBのオンデマンドバックアップ機能を発表
7. Amazon Neptuneを発表
8. Amazon S3/Glacier Selectを発表
9. Amazon SageMakerを発表
10. AWS DeepLensを発表
11. Amazon Rekognition Videoを発表
12. Amazon Kinesis Video Streamsを発表
13. Amazon Transcribeを発表
14. Amazon Translateを発表
15. Amazon Comprehendを発表
16. AWS IoT Device Managementを発表
17. AWS IoT Defenderを発表
18. AWS IoT Analyticsを発表
19. Amazon FreeRTOSを発表
20. AWS Systems Managerを発表
21. AWS Greengrass ML Inferenceを発表
22. AWS IoT Coreの認証機能を強化
23. AWS IoT 1-Clickを発表
24. AWS Greengrassに3つのアップデート
25. インターリージョンVPCピアリングを発表
26. AWS WAFのパートナー提供のマネージドルールを発表
27. Amazon EC2のLaunch Templateを発表
28. Amazon Lightsailでロードバランサが利⽤可能に
29. Amazon EC2のSpread Placement Groupを発表
30. Amazon EC2のT2 Unlimitedインスタンスを発表
31. Amazon Time Sync Serviceを発表
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re:Invent 2017の新発表(11/29)
1. AWS Fargateを発表
2. Amazon EKSを発表
3. Amazon Aurora Multi-Masterを発表
4. Amazon Aurora Serverlessを発表
5. Amazon DynamoDBのグローバルテーブル機能を発表
6. Amazon DynamoDBのオンデマンドバックアップ機能を発表
7. Amazon Neptuneを発表
8. Amazon S3/Glacier Selectを発表
9. Amazon SageMakerを発表
10. AWS DeepLensを発表
11. Amazon Rekognition Videoを発表
12. Amazon Kinesis Video Streamsを発表
13. Amazon Transcribeを発表
14. Amazon Translateを発表
15. Amazon Comprehendを発表
16. AWS IoT Device Managementを発表
17. AWS IoT Defenderを発表
18. AWS IoT Analyticsを発表
19. Amazon FreeRTOSを発表
20. AWS Systems Managerを発表
21. AWS Greengrass ML Inferenceを発表
22. AWS IoT Coreの認証機能を強化
23. AWS IoT 1-Clickを発表
24. AWS Greengrassに3つのアップデート
25. インターリージョンVPCピアリングを発表
26. AWS WAFのパートナー提供のマネージドルールを発表
27. Amazon EC2のLaunch Templateを発表
28. Amazon Lightsailでロードバランサが利⽤可能に
29. Amazon EC2のSpread Placement Groupを発表
30. Amazon EC2のT2 Unlimitedインスタンスを発表
31. Amazon Time Sync Serviceを発表
これ以外に、 re:Invent 期間の前後にも
多数の機能追加が発表されました。
この後のスライドでは、その一部をご紹介します。
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Computing
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EC2のC5インスタンスファミリを発表
• 新世代のコンピューティング最適化インスタンス、C5を発表
• Intel Xeon Platinum 8000シリーズのCPUを搭載し、分散解析処理や
ビデオエンコーディング、HPCなどの分野に最適
• バージニア、オレゴン、アイルランドで既に利⽤可能に
タイプ vCPU メモリ EBS帯域幅 NW帯域幅
c5.large 2 4GiB 最⼤2.25Gbps 最⼤10Gbps
c5.xlarge 4 8GiB 最⼤2.25Gbps 最⼤10Gbps
c5.2xlarge 8 16GiB 最⼤2.25Gbps 最⼤10Gbps
c5.4xlarge 16 32GiB 2.25Gbps 最⼤10Gbps
c5.9xlarge 36 72GiB 4.5Gbps 10Gbps
c5.18xlarge 72 144GiB 9Gbps 25Gbps
New Hypervisor!
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EC2のM5インスタンスファミリを発表
• 最新世代の汎⽤インスタンスとしてM5ファミリを発表
• 2.5GHzのIntel Xeon Platinum 8175を搭載し、専⽤HWと軽量ハイ
パーバイザによりM4と⽐較してコア当たり14%のコスト対性能⽐の改
善。AVX-512命令を利⽤するアプリでは2倍の処理能⼒を期待できる
• バージニア、オレゴン、アイルランドで利⽤可能
タイプ vCPU メモリ EBS帯域幅 NW帯域幅
m5.large 2 8GiB 最⼤2,120Mbps 最⼤10Gbps
m5.xlarge 4 16GiB 最⼤2,120Mbps 最⼤10Gbps
m5.2xlarge 8 32GiB 最⼤2,120Mbps 最⼤10Gbps
m5.4xlarge 16 64GiB 2,120Mbps 最⼤10Gbps
m5.12xlarge 48 192GiB 5,000Mbps 10Gbps
m5.24xlarge 96 384GiB 10,000Mbps 25Gbps
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EC2のH1インスタンスファミリを発表
• 新たなストレージ最適化インスタンスとしてH1ファミリを発表
• D2よりもローカルストレージ容量あたりのCPU・メモリが多い
• ビッグデータ処理向けに設計されており、シーケンシャルI/Oに最適化
された磁気ストレージを搭載。CPUはIntel Xeon E5-2686 v4を採⽤
• バージニア、オレゴン、オハイオ、アイルランドで利⽤可能
タイプ vCPU メモリ ローカル
ストレージ
NW帯域幅
h1.2xlarge 8 32GiB 2TB 最⼤10Gbps
h1.4xlarge 16 64GiB 4TB 最⼤10Gbps
h1.8xlarge 32 128GiB 8TB 10Gbps
h1.16xlarge 64 256GiB 16TB 25Gbps
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EC2のX1eファミリに5つのサイズを追加し
同時にSLAの強化を発表
• 最⼤4TBのメモリを利⽤可能なX1e.32xlargeに加えてより⼩規模なイ
ンスタンスタイプが利⽤可能に
• 東京、オレゴン、バージニア、アイルランド、シドニーで利⽤可能
• この発表と同時にインスタンスタイプを問わず従来99.95%であった
SLAを99.99%に改定
タイプ vCPU メモリ NW帯域幅
x1e.xlarge 4 122GiB 最⼤10Gbps
x1e.2xlarge 8 244GiB 最⼤10Gbps
x1e.4xlarge 16 488GiB 最⼤10Gpbs
x1e.8xlarge 32 976GiB 最⼤10Gbps
x1e.16xlarge 64 1,952GiB 10Gbps
x1e.32xlarge 128 3,904GiB 25Gbps
xlarge 2xlarge 4xlarge 8xlarge
16xlarge 32xlarge
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Amazon EC2のベアメタルインスタンスを発表
• ハードウェア機能を直接利⽤可能なi3.metalイ
ンスタンスを発表
• ハードウェア仕様は下記の通り
– Intel Xeon E5-2686v4 2Processers(2.3Ghz), 36core(HTで72core)
– 512GiBのメモリ、NVMeでローカル接続された15.2TBのSSD
– ENAベースの25Gbpsネットワークインタフェース
• ELBやオートスケーリングをはじめ、他のAWS
サービスとの連携が可能。クラウドのメリット
を最⼤限に活⽤できる
• パブリックプレビューを開始
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クレジットが枯渇してもCPUリソースを利⽤できる
T2 Unlimitedインスタンスを発表
• CPUのバーストクレジットが枯渇しても、継続
してCPUリソースを使い続けられるオプション
• 向こう24時間に付与されるクレジットを前借り
してバーストを継続、それも使い切った場合は
有償でバーストを継続できる
• 状況はCloudwatchメトリクスで確認可能
• 1vCPUあたりLinuxで$0.05、Windowsで
$0.096の時間毎課⾦となる
• 東京を含む各リージョンで利⽤可能
⾚：前借り残⾼
⻘：有償調達クレジット
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インフラを意識せずコンテナをデプロイ・運⽤できる
AWS Fargateを発表
• コンテナのデプロイを容易にするマネージドサービス。コンテナイン
スタンスの構築・管理・運⽤が不要。必要なときに必要なだけ
Dockerコンテナを利⽤できる
• Amazon ECSから起動タイプでFargateを指定するだけで利⽤でき、
ECSと連携できるELBをはじめとする諸機能はそのままサポート
※⽇本独⾃企画、AWS Fargateアドベントカレンダーはこちらからアクセス→http://bit.ly/2nhnKEP
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インフラを意識せずコンテナをデプロイ・運⽤できる
AWS Fargateを発表
• コンテナで利⽤したvCPUとメモリリソースに
対して課⾦が発⽣するスタイル
– 1vCPUあたり$0.0506/時間 ※US価格
– 1GBメモリあたり$0.0127/時間 ※US価格
• vCPU/メモリのリソースはある程度⾃由に設定
できる（右の表を参照）
• バージニアで⼀般利⽤可能。他は順次展開
vCPU メモリ割当量
0.25 0.5GB, 1GB, 2GB
0.5 1GB, 2GB, 4GB
1 2-8GBの範囲で1GB刻み
2 4-16GBの範囲で1GB刻み
4 8-30GBの範囲で1GB刻み
※⽇本独⾃企画、AWS Fargateアドベントカレンダーはこちらからアクセス→http://bit.ly/2nhnKEP
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Amazon Elastic Container Service
for Kubernetes(EKS)のプレビューを発表
• Kubernetesのコントロールプレーンをマネー
ジド型で提供するサービス。Kubernetesコ
ミュニティのプラグインを利⽤可能
• VPCやELB、IAMによる認証やCloudTrailによ
るログ取得など様々なサービスを利⽤できる
• Kubernetesを前提として構築されたアプリ
ケーションを変更することなく、AWSクラウド
で稼働させられるようになる
• 2018年にはFargateによるサポートも
• オレゴンでプレビュー可能に
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Database
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Amazon Aurora Multi-Masterで
クラスタ内の全ノードへの書込が可能に
• Amazon Auroraのクラスタを構成するすべて
のノードに対して読み書きが可能になるマルチ
マスタ機能のプレビューを開始
• アプリケーション側でノードのステータスに応
じた制御を⼊れれば、システムとしてゼロダウ
ンタイムなパッチ適⽤も視野に
• DBMS全体としてのスケーラビリティの向上が
期待できるが、本番適⽤時は性能試験の実施を
推奨
• 現時点ではリージョン内だが、2018年にはマ
ルチリージョンをサポート予定
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インスタンスを意識すること無く利⽤できる
Amazon Aurora Serverlessを発表
• インスタンスを意識すること無く利⽤できる
Aurora Serverlessがプレビュー開始
• フルマネージド型なのでスケーリングやインス
タンスリプレースを意識する必要がなくなる
• 定時バッチ処理や、CMSのバックエンドなどア
クセスの少ないワークロードに最適。ハイス
ループットな場合は現状のAuroraがお勧め
• 2018年早々に詳細を発表予定。まずはMySQL
互換からで、PostgreSQL互換については別途
発表予定
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Amazon Auroraで
リードレプリカのオートスケーリングをサポート
• MySQL互換のAuroraで負荷状況に応じたリード
レプリカの⾃動的な追加・削除が可能に
• Cloudwatchと連携。指定したメトリクスが所望
の値に近づくようにレプリカの数を⾃動的に制御
• 平均CPU使⽤率や平均アクティブ接続数などのメ
トリクスをトリガとして利⽤できる
• 追加料⾦は不要。AuroraとCloudwatchアラーム
の費⽤のみ
Scale out!
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Amazon DynamoDBで
グローバルテーブル機能を発表
• 複数のリージョンにまたがるマルチマスターの
グローバルテーブルを作成できるようになった
• 書き込まれたデータは結果整合性で各リージョ
ンに展開される。従って、同⼀データが別の
リージョンで更新された場合は後勝ちとなる
• テーブル名やハッシュキーは全リージョンで同
⼀の設定にする必要がある。また、既存テーブ
ルのグローバル化は現時点では未対応
• バージニア、オハイオ、アイルランド、フラン
クフルトで利⽤可能。他は2018年を予定
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Amazon DynamoDBで
オンデマンドバックアップ機能が利⽤可能に
• DynamoDBのテーブルに格納されたデータや
⼀部設定のバックアップが可能に
• データは暗号化されてセキュアに保存され、
キャパシティ消費や性能への影響はない
• ある時点でのデータを保管しておく⽤途での利
⽤を推奨
• バックアップデータ量(GB/month)とリストア
データ量に対して課⾦が発⽣する
• バージニア、オレゴン、オハイオ、アイルラン
ドのリージョンで利⽤可能
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フルマネージドなグラフDBのサービス
Amazon Neptuneのリミテッドプレビューを開始
• ⾼速で信頼性の⾼いグラフDBのマネージド
サービス。関係性の表現に適するNoSQLデータ
ベースの⼀種
• Fast-failover/⾃動バックアップとPITR/Multi-
AZ/最⼤15台までのリードレプリカ/KMSによ
る暗号化を利⽤できる
• Apache TinkerPop3/GlemlinとRDF/SPARQL
によるグラフ定義とクエリをサポート。S3から
のインポートも可能
• 詳細情報は後⽇発表予定
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Amazon ElastiCache for Redis Cluster が
Hot Resize 可能に
• Redis Clusterでのスロットの割当を動的に変えられる
ようになり、運⽤中の台数の増減可能に
• ⼤量のデータを⾼速にしかもデータ量として貯めていき
たい、といったユースケースに対応できるようになった
• ElastiCache for Redis 3.2以上のバージョンで対応
Replication Group A
Replication Group B
App Replication Group C
シャード
追加
新しいシャード
へスロットの再
振り分け
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Networking
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異なるリージョンのVPCを接続する
インターリージョンVPCピアリングを発表
• 同⼀リージョン間に限定されていたVPCピアリ
ングが別リージョンのVPC間でも設定可能に
• リージョン間の通信にはAWSが管理する回線を
利⽤する。パブリックインターネットに迂回す
ることはない
• 通信路はデフォルトで暗号化が適⽤される
• バージニア、オレゴン、オハイオ、アイルラン
ドで先⾏利⽤可能に。他リージョンは順次展開
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新しいタイプのVPC Endpointとして
AWS PrivateLinkを発表
• インターネットに出ることなく、
VPC内部で完結してAWSのサービス
へのAPIリクエストが可能に
• 従来のS3/DynamoDB向けのVPC
Endpointとは別の新実装
• 現時点では下記で利⽤可能
– Amazon Kinesis Stream
– Amazon ELB
– Amazon EC2
– EC2 Systems Manager(SSM)
– Service Catalog
 


	37. © 2017, Amazon  Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.
AWS PrivateLink のアップデート
お客様のサービス向けのVPCエンドポイントが作成可能に
• サービスやアプリケーションの提供者が他者の
VPCにサービスのエンドポイントを提供可能に
• VPC 間のIPアドレスの重複やピア接続の制限
を気にすることなくサービス提供が可能に
• サービスはNLBの背後で実⾏されるTCPアプリ
ケーションである必要がある
• AWS Marketplace のサードパーティSaaSも本
機能に対応（下記は11/29時点）
– CA Technologies
– Aqua Security
– Dynatrace
– Cisco Stealthwatch
– Sig Opt
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精緻な時刻同期を提供する
Amazon Time Sync Serviceを発表
• VPC内で稼働する全てのインスタンスからNTP
で利⽤できる⾼精度な時刻同期サービス
• EC2インスタンス内でNTPサーバのIPアドレス
としてとして169.254.169.123を設定するだ
けで利⽤できる
– このアドレスはリンクローカルアドレスなので、外部インターネットへ
のアクセスは不要。プライベートサブネット内でも利⽤できる
• Leap Smearingによる「うるう秒」への対策が
実装済み
• 無料で全リージョンで利⽤可能
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Security
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継続的なセキュリティ監視と脅威の検知を実現する
Amazon GuardDutyを発表
• CloudTrailやDNSのログ、VPC Flow Logs等の
データから疑わしいアクティビティを検知する
• GuardDutyはAWSが管理する基盤で動作し、
エージェント等の導⼊は不要。性能影響もない
• サービスが検知したイベントは重要度に応じて
3レベルにラベリングされ、推奨される対策と
ともに提⽰される
• 処理したログ量に応じた課⾦体系。30⽇の無料
試⽤により実績量を測定できる
• 東京を含む各リージョンで利⽤可能に
 


	41. © 2017, Amazon  Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.
AWS WAFでパートナーの提供による
マネージドルールが利⽤可能に
• パートナーが管理するマネージドルールを利⽤
することで、ウェブアプリやAPIの保護を即座
に開始することができるように
• 現時点でAlert Logic, Fortinet, Imperva,
Trend Micro, TrustWaveなどセキュリティの
エキスパートがルールを提供
• AWS Marketplaceを通じて調達でき、従量制
の料⾦で利⽤可能。⻑期契約は必要ない
• ルールの適⽤はAWS WAFのコンソールからも https://aws.amazon.com/mp/se
curity/WAFManagedRules/
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Application Integration
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ActiveMQのマネージドメッセージブローカ
Amazon MQを発表
• Apache ActiveMQのマネージドサービス。
JMS/MQTT/WebSocketもサポート
• 開発・検証⽤のシングルAZ配置に加え、AZを
またいだ⾃動フェイルオーバが可能な
Active/Standby構成もサポート
• 既存アプリの移⾏に最適。新規はSQSを推奨
• サービスAPIに対するIAMによる認証・認可や
CloudWatchによるメトリクス監視にも対応
• バージニア、オハイオ、オレゴン、アイルラン
ド、フランクフルト、シドニーで利⽤可能
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Mobile
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フルマネージドなサーバレスGraphQLサービス
AWS AppSyncを発表
• リアルタイムなデータクエリや同期、通信やオ
フライン機能を提供するためのマネージド型の
GraphQLのサービス
• モバイル端末がオフラインの場合に備えてデー
タをローカルにキャッシュ、オンラインに復帰
したら同期する仕組みを提供
• 現時点でiOS/Android/JavaScriptのアプリをサ
ポートし、パブリックプレビューを開始
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Developer Tools
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クラウドベースの統合開発環境
AWS Cloud9を発表
• AWSクラウド上で開発・テスト・デバッグを完
結できる統合開発環境のサービスを発表。環境
構築に時間を掛けず、即座に開発を始められる
• 初の”クラウドネイティブ”なIDE。Lambdaと
統合され、ファンクションのテストをシームレ
スに実⾏できる。CodeStarとの統合も
• ⾃分の開発環境にアクセスできるユーザをIAM
ユーザの単位で設定し、共同作業が可能に
• オレゴン、オハイオ、バージニア、アイルラン
ド、シンガポールのリージョンで利⽤可能に
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AWS CodeCommitがプルリクエストに対応
• リポジトリのユーザに対して、プルリクエストを起点としたコードに
関する議論やコミュニケーションの機会を提供できるようになった
• CodeCommitの仕組みの中でコードレビューを実施したり、変更箇所
を精査することが可能に。結果として品質改善に繋げることができる
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Management Tools
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クラウドとハイブリッドリソースの統合管理
AWS Systems Managerを発表
• ハイブリッド環境のリソースやアプリケーショ
ンを管理するための統合インタフェースを提供
• EC2やELBなどタグ付け可能なリソースをグ
ルーピングし、ダッシュボード形式でオペレー
ションに必要な情報を可視化する
• 運⽤⾃動化やパッチ適⽤、パラメータストアと
の連携も可能に
• AWS Systems Managerは無料。東京を含む全
てのパブリックなリージョンで利⽤できる
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Machine Learning
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Machine Learning
• Amazon SageMaker を発表
• AWS DeepLens をプレアナウンス
• Amazon Rekognition Video を発表
• Amazon Transcribe を発表
• Amazon Translate を発表
• Amazon Comprehend を発表
• Deep Learning AMI for Windows を提供開始
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フルマネージドな⾃然⾔語理解サービス
Amazon Comprehendを発表
• テキストを⼊⼒することで⾔語の識別やエンティティ、キーフレーズ
の抽出、センチメント分析などを実⾏できる
• AWSが構築済みのモデルを利⽤するため、ユーザは解析対象のテキス
トを⽤意するだけですぐに利⽤を始められる
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多⾔語間翻訳サービス
Amazon Translateを発表
• 機械学習テクノロジを活⽤した⾼精度な多⾔語間翻訳サービスAmazon
Translateのプレビューを開始
• プレビューでは英語とアラビア語・中国語・フランス語・ドイツ語・ポ
ルトガル語・スペイン語の間でテキストの相互翻訳を実現する
• PollyやLex、S3やAWS Elasticsearch serviceなどと連携することで多
⾔語プラットフォームの構築が容易になる
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Speech-to-Textのマネージドサービス
Amazon Transcribeを発表
• テキスト起こしを実現するマネージドサービス
により、⾳声から得られる情報の利活⽤が容易
になる
• リアルタイム処理のみならずS3に格納された⾳
声データの処理もサポート。⾳声とテキストの
時刻同期情報も出⼒可能
• ローンチ時点では⽶国英語とスペイン語をサ
ポート。他⾔語には順次対応予定
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深層学習技術を利⽤した動画認識サービス
Amazon Rekognition Videoを発表
• S3に蓄積された動画やライブストリーミング動画を解析し、物体や顔
やコンテンツを検出し識別することができる
• AWS CLI/AWS SDK/REST APIから利⽤でき、⼈物のトラッキングや
顔検出など複数の処理APIが提供される
• .mp4または.movの動画を処理可能。エンコード形式はH.264となる
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数多くの動画ストリームのインジェストを実現する
Amazon Kinesis Video Streamsを発表
• 数百万のカメラデバイスからアップロードされ
る動画ストリームや、時系列データを容易に取
り扱うことができるマネージドサービス
• 送信側はProducer SDKを利⽤してKinesis
Video Streamsにデータを送信する必要がある
• 料⾦体系はデータ量依存。Streamに対する投
⼊量と読出量、保存量に対して課⾦される
• 東京、バージニア、オレゴン、アイルランド、
フランクフルトのリージョンで利⽤可能
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エンドトゥエンドのフルマネージドMLサービス
Amazon SageMakerを発表
• データサイエンティストや開発者が容易に機械
学習モデルを構築・学習・活⽤できるように
– オーサリング：IDEとしてJupyter notebookを即座に起動。通
常のインスタンスに加えGPUインスタンスでも利⽤可能
– モデルの学習：モデルの構築・学習・確認機能を提供。組み込
みの教師有り/無し学習アルゴリズムやフレームワークを利⽤
し学習モデルを構築できる。学習データやモデルはS3を活⽤
– ホスティング：リアルタイムインタフェースを提供するため、
モデルを利⽤するためのHTTPエンドポイントを提供。
• インスタンスの利⽤料(秒単位)、ストレージ利
⽤料(GB単位)、データ転送料(GB単位)で利⽤
可能。AWS無料利⽤枠の対象となる
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IoT
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IoT
• AWS IoT Device Management を発表
• AWS IoT Defender 開発が進⾏中（詳細は今後発表）
• AWS IoT Analytics を発表
• Amazon FreeRTOS を発表
• AWS Greengrass ML Inference を発表
• AWS IoT Core の認証機能を強化
• AWS IoT 1-Click のプレビューを開始
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Media Services
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クラウド上のビデオを処理し・保管し・収益化する
AWS Media Servicesが⼀般利⽤可能に
• 様々なストリーミングワークロード向けのマ
ネージドサービスが利⽤可能に
– AWS Elemental MediaConvert
様々なフォーマットとコーデックをサポートし、ブロードキャストおよびマルチスク
リーン配信⽤にファイルベースのトランスコーディングサービス
– AWS Elemental MediaLive
ブロードキャストやストリーミング配信⽤のライブエンコーディングサービス
– AWS Elemental MediaPackage
単⼀の元素材から多種類のデバイスに対してセキュアなストリーミングを⾏うための
ジャストインタイムパッケージサービス。DRMや広告挿⼊もサポート
– AWS Elemental MediaStore
Amazon S3をベースとしたライブおよびオンデマンドビデオ⽤の⾼性能
メディア最適化ストレージサービス
– AWS Elemental MediaTailor
サーバサイド・クライアントサイドにおいて、コンテンツへパーソナライズされた広告
挿⼊を可能にするサービス
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AR & VR
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VR/AR/3Dコンテンツの開発を容易にする
Amazon Sumerianのプレビューを開始
• マルチプラットフォームに向けたVR/AR/3Dコ
ンテンツを開発するためのツールキット
• 3Dグラフィクスや特殊なプログラミングの知
識がなくても、リッチなユーザエクスペリエン
スを提供することが可能に
• UnityのプロジェクトやFBX/OBJ形式のオブ
ジェクトをインポートして利⽤できる
• リミテッドプレビューへの登録を受付中
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まとめ
• ゲームを運営していく上で不可⽋な
コンピューティングやDB、ネットワークなどの
基本的な機能の拡充
• ゲーム開発やゲームシステムの運⽤、
ゲームデータ分析などにも活⽤できる多数の
サービスをリリース
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Appendix
• AWS re:Invent 2017 現地レポート
• 11/28 TUESDAY NIGHT LIVE (Peter DeSantis)
• 11/29 KEYNOTE Andy Jassy
• 11/30 KEYNOTE Werner Vogels
• 発表された新しい機能とサービスの詳細
• AWS Black Belt Online Seminar
• AWS re:Invent 2017速報
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